
年 月 日

年 月 日

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等

A

B

C

意図（この施策によって対象をどう変えるのか）

１１１１．．．．施策施策施策施策のののの対象対象対象対象とととと対象指標対象指標対象指標対象指標

平成平成平成平成 年度年度年度年度 施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート１１１１23232323

関　係　課　名

施策統括課

課　長　名
（施策統括責任者）

総合
計画
体系

235,317

２２年度（実績） ２３年度（目標）

202,983 236,711 236,057 236,075佐賀市の人口

第4章

人

佐賀市民

対象指標 単位 1８年度（実績） 1９年度（実績） ２０年度（実績） ２１年度（実績）

236,357

２３年度（目標）成果指標 単位 １８年度（実績） 1９年度（実績） ２０年度（実績）
２２年度（目標）

　　　　 （実績）
２１年度（実績）

22
更新日
作成日 平成

平成
23 7

文化振興課

金山　真博

D

観光振興課、歴史まちづくり課

市内の文化財は適切に保存・活用されており、市民は地域の歴史や文化に愛着を持っている。

　　　　目指目指目指目指すすすす成果成果成果成果（平成２６年の状態）

豊かな心を育み、楽しく学習できる社会の実現

魅力ある文化の醸成施策№

4

31

分野

施　策　名

２６年度（目標）

232,196

％ 71.5 73.5 81.7 85.0
80.6

２２２２．．．．施策施策施策施策のののの意図意図意図意図とととと成果指標成果指標成果指標成果指標

市内の文化財を適切に保存、活用することにより市民に地域の歴史や文化に対し愛着を持ってもらう。

２６年度（目標）

A
地域に誇れる歴史・文化があ
ると感じる市民の割合 79.4 78.2

82.0

B

C

　市内の文化財を適切に保存、活用することにより、地域に誇れる歴史・文化があると感じる市民の割合
を増やすことが目指す成果の達成へとつながるので、成果指標とした。

E

　佐賀市が毎年実施する市民意向調査で、「佐賀市には、誇れる歴史・文化があると思いますか」の設問
に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と答えた人の割合。

目標設定の考え方
（平成２６年度）

　平成２３年度の目標を平成２２年度の実績値80.6％から81.7％とし、平成２６年度には目標値を、それよ
り3.3％の上昇を目指すこととして設定した。

成果指標の測定企
画（実際にどのよう
に実績値を把握す

るか）

成果指標設定の考
え方（成果指標設

定の理由）



（１）時系列比較（総合計画の基準値と現状の比較） （２）近隣との比較 （３）市（役所）の裁量余地の大小

（比較対象自治体名：久留米市 ）

成果がかなり向上した。 近隣と比べてかなり高い水準である。 裁量はかなり大きい。

成果がどちらかといえば向上した。 近隣と比べてどちらかと言えば高い水準である。 裁量はどちらかといえば大きい。

成果はほとんど変わらない。（横ばい状態） 近隣と比べてほぼ同水準である。 裁量はどちらかといえば小さい。

成果がどちらかと言えば低下した。 近隣と比べてどちらかと言えば低い水準である。 裁量はかなり小さい。

成果がかなり低下した。 近隣と比べてかなり低い水準である。 裁量余地なし。

５５５５．．．．施策施策施策施策のののの前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果前年度成果結果のののの振返振返振返振返りりりり

４４４４．．．．施策施策施策施策のののの成果水準成果水準成果水準成果水準とそのとそのとそのとその背景背景背景背景（（（（近隣他市近隣他市近隣他市近隣他市やややや以前以前以前以前とのとのとのとの比較比較比較比較、、、、特徴特徴特徴特徴、、、、そのそのそのその要因要因要因要因とととと考考考考えられることえられることえられることえられること。）。）。）。）

・開発に対する埋蔵文化財については適切に処置さ
れ、発掘調査を実施したものについては報告書の刊
行もおこなわれている事から近隣他市と同水準にある
と考えられる。
・文化財の展示や活用面は今後、更に検討されなけ
ればならないが、東名遺跡出土資料の展示や出前講
座、世界遺産登録に向けた試掘調査や発掘調査、整
備に伴う報告会等市民に対する情報発信については
近隣と同程度におこなわれている。

・法令の定めにより文化財の維持管理には制約が大
きいが、その利活用についての裁量は大きい。

＊上記の背景と考えられること。 ＊上記の背景と考えられること。＊上記の背景と考えられること。

・7千年前の東名遺跡出土遺物の展示や出前講座、
世界遺産登録に向けた試掘調査や佐賀城西の御門・
大野代官所の発掘調査が実施され、その成果を報道
発表や現地説明会を開催するなどして、市民に対す
る情報発信の機会が増えたため、関心が高いレベル
で維持された。

○今後も生涯学習の一環として、歴史・文化に関心を持つ人が増えることが予想される。
○平成２０年に地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（歴史まちづくり法）が施行され、佐賀市では法に基づき「佐賀市歴史的風致維
持向上計画」を策定し、平成24年度から歴史資産を活用したまちづくりを展開する。

③この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？また、その意見・要望にどう対応するのか？

○指定文化財に対しての適切な保存、修理等の要望がある。〔⇒武家屋敷の門（八幡小路）〕
○発掘した文化財遺物の修復、保管、展示ができる施設の設置要望がある。（⇒東名縄文館に東名遺跡出土遺物、肥前国庁跡資料館で市内の発掘
調査出土遺物の展示、諸富支所に発掘調査出土遺物等の展示コーナーを設置した。定期的に展示変えを行い内容の充実を図る。　共立病院第２病
棟跡を改修し、文化財収蔵庫として利用を開始した。）
○世界遺産の登録推進を議会・市民から求められている。

○地域の歴史に関心を持ち、次の世代に伝える。
○郷土の歴史に関する企画展や講座、講演会などに参加する。
○伝統芸能の継承や文化財の保存のために協力する。
○住宅や店舗、工場を新築、増改築する際には、埋蔵文化財の発掘調査に協力する。
○市内に保有されている様々な文化財の情報を行政に提供する。

イ）行政の役割（市がやるべきこと、都道府県がやるべきこと、国がやるべきこと）

○文化財の調査・指定・保護・活用を行う。
○歴史、文化についての適正な情報の発信に努める。
○郷土の歴史、文化、伝統芸能の掘り起こし、保存、継承に努める。

②施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？

現行の体系でよい

経済性（費用対効果） ● 妥当な水準である

妥当性（構成事業見直し） ●

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート２２２２

①この施策の役割分担をどう考えるか（協働による住民と行政の役割分担）

ア）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

３３３３．．．．施策施策施策施策のののの特性特性特性特性・・・・状況変化状況変化状況変化状況変化・・・・住民意見等住民意見等住民意見等住民意見等

達成していない

妥当ではない

一部見直しが必要 大幅な見直しが必要

● 概ね達成

一部妥当ではない

（１）発掘した文化財遺物の修復、展示ができる施設が不足している。
（２）有形・無形文化財をはじめ、天然記念物、民俗文化財など多岐にわたる文化財の保護が必要である。
（３）文化財の紹介や発掘調査現地説明会、講座、体験学習などの活用を通じて文化財愛護意識の高揚を図る必要がある。
（４）世界遺産登録推進に向けた市民意識の高揚

横ばい 減少している

評評評評
価価価価
理理理理
由由由由

評評評評
　　　　
　　　　
価価価価

達成度（単年度目標） 達成している

６６６６．．．．施策施策施策施策のののの現状現状現状現状のののの課題認識課題認識課題認識課題認識

・達成度　：　成果指標は2.4ポイント増加しており、目標値も82.0％に対し実績が80.6％なので概ね達成していると思われ
る。
・妥当性　：　成果指標が2.4ポイント増加しており、現状の事業体系で問題ないと思われる。
・経済性　：　予算は削減するなかで、成果指標は概ね達成しており妥当な水準である。
・必要性　：　現地見学会やシンポジウムへの市民の関心が高まっており、市民ニーズは増加傾向にある。

必要性（市民・社会ニーズ） ● 増加している



●次年度方向性の考え方

埋蔵文化財出土遺物再整理事業
文化財保護審議会開催事業

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート３３３３
７７７７．．．．施策施策施策施策のののの問題解決問題解決問題解決問題解決のためののためののためののための今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

大 中 小

大

中

小

８８８８．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの成果優先度成果優先度成果優先度成果優先度（（（（施策成果施策成果施策成果施策成果にににに対対対対するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業のののの成果成果成果成果））））

施
策
目
的
に
対
す
る
目
的
直
結
度

世界遺産登録推進事業
出土遺物保存処理事業

歴史風致維持向上計画策定経費

大野代官所跡地整備事業
肥前国庁跡管理事業

地域文化保存継承支援事業

緊急発掘調査分経費
東名遺跡(国庫）分経費

文化財収蔵施設整備事業
市内遺跡発掘調査事業

久保泉第２工業団地発掘調査事業
兵庫北土地区画事業に伴う発掘調査

文化財保存管理事業
久保泉工業団地関連事業に伴う発掘調査

新県立病院建設に伴う発掘調査
佐賀西部高域線発掘調査
埋蔵文化財発掘調査経費

指定文化財保存事業
山口家住宅保存修理事業

　　　幕末佐賀藩歴史文献資料データ化事業
　　　　石塚古墳保存整備事業

浮立の里展示館管理運営

減少

事務事業の成果向上余地

９９９９．．．．構成事務事業構成事務事業構成事務事業構成事務事業のののの次年度次年度次年度次年度のののの方向性方向性方向性方向性

出土遺物保存処理事業
歴史的風致維持向上計画策定経費

世界遺産登録推進事業

事
務
事
業
の
成
果

向上

　 指定文化財等保存事業
緊急発掘調査事業（民間委託経費）

久保泉工業団地関連事業に伴う発掘調査
市内遺跡発掘調査事業

肥前国庁跡保存管理事業
東名遺跡（国庫）分経費

地域文化保存継承支援事業
埋蔵文化発掘調査経費

文化財保護審議会開催事業
文化財保存管理事業

浮立の里展示館管理運営

（１）東名遺跡については、東名遺跡縄文館に、小規模であるが展示コーナーの設置ができ、保存処理した編み籠や木製品、出土遺物
等の展示を行っている。しかし、その他にも多くの出土遺物を抱えており、これらの埋蔵文化財の修復、保管、展示　（情報発信）を行える
総合的な施設はないが、国庁資料館や各支所の空きスペースを活用した遺物の展示、富士文化財収蔵庫への保管・収蔵を進めていく。
（２）重要文化財の保存整備、修復等を実施する。〔武家屋敷の門（八幡小路）〕
（３）出前講座、シンポジウム、ホームページ等で文化財の紹介や開発に伴う発掘調査の資料展等による成果の発表、文化財に関する
体験学習等を通して文化財愛護意識の高揚を図る。
（４）世界遺産に関するPRや広報活動、また理解を深める講演会やシンポジウムを各地で実施し、世界遺産登録推進に関する市民活動
団体との協働により、市民視点の啓発活動をおこなう。
（５）佐賀市歴史的風致維持向上計画に基づき、平成24年度から事業を行う。

・世界遺産登録に向けた史跡指定、普及啓発事業を推進する。
・発掘調査現地説明会や発掘調査成果の発表、出土遺物の展示等による情報発信や文化財に関する体験活動等を通して市民の文化財に対する
認識を深め、文化財愛護意識の高揚を図る。
・地域文化保存継承支援事業を推進する。
・歴史まちづくり事業を推進する。

減少 維持 増加

事　務　事　業　の　コ　ス　ト

維持

　　久保泉第２工業団地発掘調査事業



１０１０１０１０．．．．施策施策施策施策コストコストコストコストのののの実績実績実績実績

単位

本数

千円

千円

千円

円

円

円

１１１１１１１１．．．．経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議経営戦略会議でのでのでのでの指摘事項指摘事項指摘事項指摘事項

　■実績水準総合評価（28点満点） 　■採点結果（経営戦略会議・市民意向調査）

・18年度評価 17.27 ・実績水準総合評価（28点満点） 17.80

・重要度総合評価（14点満点） 9.54
・19年度評価 17.50 ・今後のコスト水準（10点満点） 6.00

・市の裁量余地の大小（10点満点） 6.79
・20年度評価 18.21

※経営戦略会議調整
・21年度評価 17.57 　　なし（採点結果どおり）

・22年度評価 17.61 参考：H23方針

成果維持・コスト維持

16

施策トータル
コスト

効率性指標

対象（受益者）１単位あたりもしくは市民１人あたりの施策の
⑤事業費　　　（定義式：　　②　　　/  佐賀市人口     ）

①本施策を構成する事務事業の数

②事業費（事務事業の事業費合計）

③人件費

④トータルコスト（②＋③）

1,900

228,531

448,572

1,491

409 518

1,487

　■平成２４年度方針

1,502

施策評価表施策評価表施策評価表施策評価表シートシートシートシート　　　　４４４４

96,538

350,535

970

122,004

355,050

同
⑦ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ　　（定義式：　　④　　　/　    佐賀市人口 　）

同
⑥人件費　　　（定義式：　　 ③　　　/　佐賀市人口　 ）

1,126

平成20年度実績

89,077

377

平成21年度実績 平成22年度実績

25

352,034

22

265,973

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト

向上

維持

低下

低下 維持 向上

成
　
果

コスト


